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はじめに

現代において少子化が進む中（注１）、学習塾や進学塾、予備校における防犯対策のニーズが急速に高まっています。特に
競争の激しい中学受験や進学塾では、この傾向が顕著に現れています。受験熱が高まる一方で、保護者の期待はますます大
きくなり、それに伴い、直近10年間の経済産業省の特定サービス産業動態統計調査（注２）によると学習塾の売上や受講
生の数、さらには一人当たりの受講単価も増加傾向にあります（図表１、図表２）。このような状況下では、授業や指導の
質の向上はもちろん、徹底した安全対策も求められるようになっています。

2



はじめに

学習塾は、小学生、中学生、高校生を対象とした学校教育の補完の場であると同時に、生徒たちの安全を確保する責任を
負っています。特に、夜遅くまで塾に通う子供たちの安全を守るため、防犯カメラの重要性が年々高まっています。また、
防犯カメラは、犯罪の抑止だけでなく、学習塾の運営全体において重要な役割を果たします。具体的には、業務の効率化や
運営品質の向上にもつながるため、塾にとって欠かせないツールとなっています。
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はじめに

学習塾のリスクマネジメントにおいては、誠実さや倫理的な運営（インテグリティ：integrity）が欠かせません。防犯カメ
ラを活用することで、塾内の指導や運営の公正さと透明性を確保し、生徒や保護者に対する信頼感を築くことが可能です。

特に、密室での1対1の指導や遅い時間帯の居残りなどでは、不適切な行為の抑止力として防犯カメラが効果的です。さら
に、トラブルが発生した際には、映像が証拠として早期解決や今後の対策として役立ちます。

ただし、防犯カメラの設置にはプライバシー保護への配慮が不可欠であり、その設置目的や録画データの取り扱いについて、
保護者や生徒に適切な説明が必要です。また、中長期的な運用コストの検討も重要です。

本記事では、学習塾や進学塾、予備校における防犯カメラの設置メリットや活用方法、導入事例と注意点について解説しま
す。これにより、安全で安心な学習環境の構築に向けた一助となれば幸いです。

注１）参考：厚生労働省 Webサイト ｜ 令和４年（2022）人口動態統計（確定数）の概況／統計表 第2表-1 人口動態総覧
の年次推移 ｜ 2023年9月15日
注１）参考：政府統計の総合窓口 ｜ 人口動態調査 / 人口動態統計 確定数 総覧／統計表 年次別にみた人口動態総覧 ｜
2023年9月15日
注２）参考：経済産業省 Webサイト ｜ 特定サービス産業動態統計調査統計表一覧 長期データ 19．学習塾 ｜ 2024年8月
19日
注２）参考：政府統計の総合窓口 ｜ 特定サービス産業動態統計調査 / 統計表一覧 長期データ （平成27年調査から） ｜
2024年8月20日
参考：経済産業省 Webサイト ｜ 止まらない少子化、学習塾への影響は？ ｜ 2024年3月21日
参考：政府統計の総合窓口 ｜ 統計分類 / 日本標準産業分類(令和５年[2023年]７月改定) ｜ 2024年4月1日
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1:学習塾・進学塾・予備校における防犯対策の重要性

学習塾・進学塾・予備校は、多くの子供たちが集まり、知識を習得する大切な場であると同時に、子供たちの安全を守る
ための防犯対策が必須です。特に、子供たちが通塾する時間帯は夕方から夜にかけてが多く、家路につく時間帯が遅くな
ることも少なくありません。そのため、学習塾内外の環境や安全対策の強化は、保護者や経営者にとって大きな課題と
なっています。

1.1 学習塾での防犯ニーズの高まり

近年、学習塾における防犯ニーズが急速に高まっています。特に問題視されているのは、講師による性犯罪やわいせつ行
為、不適切行為など、子供たちが被害に遭うリスクが存在することです。これらの問題が公になることで、保護者の間で
の不安が増し、学習塾の信頼が揺らぐ可能性があります。

加えて、学習塾内で発生する他のトラブルも無視できません。たとえば、講師と生徒の間でのトラブル、持ち物の窃盗、
生徒間の喧嘩など、これらの問題は学習塾の評判に直接影響を与え、防犯対策が不十分であると、保護者からの信頼を失
いかねません。

学習塾での防犯ニーズの高まりは、特に中学受験や進学塾など、競争が激化する場で顕著です。受験熱が高まる中、保護
者の期待も大きくなり、通塾する子供たち一人当たりの単価も上昇傾向にあります。このような状況では、授業や指導の
質だけでなく、徹底した安全対策が求められています。
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1:学習塾・進学塾・予備校における防犯対策の重要性

1.2 防犯カメラが果たす役割

防犯カメラは、学習塾における防犯対策の中心的な役割を担っています。防犯カメラの設置により、犯罪や不審者の侵入を未然
に防ぐことが可能です。学習塾の出入口や駐車場、道路に面した部分に防犯カメラを設置することで、部外者のなりすましや不
審者の侵入リスクを低減させることができます。防犯カメラが記録した画像や映像は、万が一事件が発生した際の重要な証拠と
なり、犯人の逮捕の決め手となることも少なくありません。
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特に、講師による不適切行為に対する抑止効果は極めて大き
く、防犯カメラの存在が、講師に対して倫理的な行動を促し、
不適切な行為を未然に防ぐ抑止力となります。また、カメラ
による監視は、生徒たちが安心して学習に集中できる環境を
提供するだけでなく、保護者に対しても安全な環境を提供し
ているという信頼感を与えます。

さらに、防犯カメラは学習塾内での業務の見える化や効率化
にも寄与します。例えば、出欠管理や教室内の指導状況をリ
アルタイムで確認できるため、遠隔地にある本部や経営者が
複数の学習塾を一か所に集約して一括管理することが可能で
す。これにより、講師や事務員の時間管理やスキルアップを
サポートし、運営品質の向上を図ることができます。

このように、防犯カメラは学習塾内外の安全対策や運営管理
の効率化、さらには授業や指導の質の向上に活用されていま
す。しかし、防犯カメラの効果を最大限に引き出すためには、
設置場所の適正やプライバシーの保護、周知徹底など、いく
つかの重要なポイントを押さえる必要があります。



学習塾における防犯カメラの導入は、近年ますます重要視されるようになっています。防犯カメラは、生徒や講師、さら
には学習塾の運営に関わるすべての人々に安心と安全を提供するための強力なツールとなり得ます。ここでは、学習塾に
防犯カメラを導入する具体的なメリットについて考察します。

2.1 犯罪抑止とトラブル防止

防犯カメラの最も基本的な役割は、学習塾内外での犯罪やトラブルを未然に防ぐことです。学習塾は夜遅くまで営業して
いることが多く、生徒が帰宅する時間が遅くなる場合もあります。そのため、子供たちが塾帰りに犯罪に巻き込まれるリ
スクが高まります。

防犯カメラは、学習塾周辺や出入口、駐車場、廊下、教室内などに設置することで、部外者の侵入や不審者の行動を監視
し、犯罪の抑止力として機能します。実際、学習塾内で起こりうる窃盗や暴行、さらには講師による不適切行為など、
様々な問題を防止する上で、防犯カメラは大きな役割を果たしています。

さらに、防犯カメラは講師と生徒間のトラブルを未然に防ぐためにも有効です。特に個別指導塾や自習室など、2人きり
になる場面や密室での状況において、トラブルの発生リスクが高まります。こうした場面で防犯カメラが常時録画されて
いることで、生徒も講師もお互いに慎重な行動を心がけるようになり、不適切な行為の抑止に繋がります。

2.2 安全確保と緊急時の対応

防犯カメラの設置は、学習塾内での安全確保にも直結します。例えば、地震や火災などの災害発生時には、塾内にいる生
徒たちの状況を把握し、迅速かつ的確な対応を行うためにカメラの映像が役立ちます。
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2:学習塾に防犯カメラを導入するメリットとは？



また、緊急事態が発生した際には、遠隔地からでも映像を確認できるネットワークカメラの活用により、迅速な対応が可
能となります。これは、特に複数の教室で同時に授業が行われている場合や、広い敷地を持つ塾で有効です。

さらに、学習塾内での事故や事件が発生した場合、映像記録は重要な証拠として活躍します。例えば、生徒間の喧嘩や持
ち物の窃盗が発生した際、録画された映像は問題の解決に向けた客観的な証拠となり、関係者間での責任の所在を明確に
するのに役立ちます。また、保護者からのクレームやトラブル対応においても、録画映像を基にした説明は説得力があり、
信頼関係の維持に貢献します。

2.3 授業や指導の質向上に貢献

防犯カメラは単に犯罪やトラブルの抑止に留まらず、授業や指導の質の向上にも寄与します。講師が行う授業の様子や生
徒たちの学習態度をモニタリングすることで、指導の改善や業務の効率化を図ることができます。特に、複数の学習塾を
運営している場合、防犯カメラによる一括管理や遠隔監視は、各教室の運営状況をリアルタイムで確認し、問題が発生し
た際の迅速な対応を可能にします。

また、防犯カメラの映像を活用することで、授業や指導の質を向上させるための社員教育や指導スキルの底上げにも役立
ちます。例えば、ベテラン講師の授業風景を録画し、それを新人講師や臨時講師に共有することで、指導技術の向上を図
ることができます。さらに、防犯カメラの導入により、学習塾の運営品質が向上し、よりよいサービスの提供が可能とな
ります。
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2:学習塾に防犯カメラを導入するメリットとは？



総じて、防犯カメラの設置は、学習塾の運営管理において欠かせない要素となっています。生徒や保護者に安心感を提供
し、学習環境の安全性を高めるだけでなく、教育支援事業全体の効率化と質の向上にも大いに貢献します。防犯カメラの
設置を通じて、学習塾は生徒たちにとってより安全で安心な学びの場を提供することが可能です。
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2:学習塾に防犯カメラを導入するメリットとは？
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3: 学習塾での防犯カメラ活用法

防犯カメラは、学習塾の安全対策として、犯罪の抑止やトラブルの未然防止に効果的です。しかし、その効果を最大限に
発揮するためには、適切な設置場所や運用方法が重要です。ここでは、学習塾における防犯カメラの活用法について具体
的に解説します。

3.1 各教室における効果的な設置場所

防犯カメラの効果を最大限に引き出すためには、設置場所の選定が不可欠です。学習塾内では、特に死角になりやすい場
所や、子供たちが集まりやすい場所をカバーすることが求められます。例えば、教室内、自習室、バックヤード、受付や
出入口、廊下やトイレ前などが代表的な設置場所です。

教室内にカメラを設置することで、授業風景を記録し、講師による不適切行為や、授業中のトラブルを抑止する効果が期
待できます。また、受付や出入口に設置することで、不審者の侵入や子供たちの安全な帰宅を見守ることが可能です。上
記に加えて自習室、廊下、トイレ前のような人の目が届きづらく死角となりやすい場所は、トラブル発生のリスクが高ま
るため、カメラの設置場所としても検討されます。

3.2 防犯カメラの映像を活用した運用方法

防犯カメラの映像は、ただ録画するだけではなく、積極的に運用することで、学習塾の安全確保に大きく貢献します。例
えば、リアルタイムでのモニタリングは、講師や事務員が塾内外の状況を常時確認できるため、迅速な対応が可能になり
ます。また、問題が発生した際には、録画された映像がトラブルの解決に役立つ証拠となります。

さらに、録画データを定期的に確認することで、運営上の問題点を的確に把握し、指導の質の向上や、適切な対応策を講
じることができます。これにより、学習塾の業務の見える化と効率化が実現し、経営者にとってもメリットが大きいと言
えるでしょう。また、複数拠点を持つ学習塾では、一か所に集約された映像を一括管理することで、遠隔地からでも効果
的に運営管理を行うことが可能です。
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3: 学習塾での防犯カメラ活用法

3.3 複数カメラの連携による監視強化

学習塾では、複数の防犯カメラを連携させることで、監視体制をさらに強化することができます。各教室や共用スペース
にカメラを設置し、それらをネットワークでつなぐことで、塾内のあらゆる場所をリアルタイムで監視することが可能で
す。

例えば、教室内の様子を監視しながら、同時に廊下や出入口の状況も確認できるシステムを構築することで、悪意を持っ
た部外者や不審者の侵入を早期に発見することが可能です。また、複数のカメラ映像を組み合わせることで、より広範囲
にわたる監視が可能となり、学習塾内外の安全対策を強化できます。

さらに、録画された映像を共有し、優良事例として他の教室や拠点に展開することで、全体の運営品質を底上げにも活用
できます。これにより、講師の指導スキルや運営管理のスキルアップが図られ、学習塾全体のサービス向上にも貢献が可
能です。

防犯カメラシステムの導入には、インターネットを活用したクラウドベースの管理も効果的です。これにより、経営者や
管理者が遠隔地からでも塾内の状況を確認し、適切な指示を出すことが可能となります。また、録画データの保存や確認
も効率化され、重要な映像を見逃すことなく管理できます。
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3: 学習塾での防犯カメラ活用法

防犯カメラの適切な活用により、学習塾は生徒や保護者にとって安心・安全な環境を提供することができます。しかし、
その効果を最大限に引き出すためには、設置場所の選定や映像の運用方法に工夫が必要です。学習塾の経営者や管理職は、
これらのポイントを押さえた上で、防犯カメラを活用し、子供たちの安全確保と授業や指導の質の向上を実現することが
求められます。



4: 学習塾の防犯カメラ設置例

防犯カメラは、学習塾の安全対策において効果的なツールであり、その設置と活用が生徒や講師、さらには経営者に多く
のメリットをもたらします。本章では、具体的な防犯カメラの活用方法を紹介し、学習塾の運営品質の向上にどう繋がる
かを説明します。

4.1 教室内（防犯・好事例の記録）

学習塾内の教室に防犯カメラを設置することで、犯罪抑止力が高まります。例えば、講師による不適切行為の疑いが発生
した場合、カメラ映像が重要な証拠となります。特に、2人きりの指導が行われる個別指導塾では、防犯カメラが講師の
行動を監視することで、不適切行為が発生するリスクを低減する効果が期待されます。このような取り組みは生徒の保護
者への安心感にも繋がります。

また、防犯だけでなく、優良な指導事例の記録としても活用できます。録画された授業風景を分析することで、新人講師
の教育や指導スキルの底上げに活用することで、教室全体の学習環境や従業員エンゲージメントの向上も見込めます。さ
らに、保護者への説明会や入会説明への活用により、信頼関係の構築にも寄与します。

4.2 自習室内（防犯・見守り）

自習室は、学習塾に通う生徒にとって重要な場所ですが、塾によっては長時間生徒が滞在することもあるため、トラブル
が発生しやすい場所でもあります。防犯カメラを設置することで、生徒間の喧嘩や持ち物の窃盗などのトラブルを未然に
防ぐことが可能です。

さらに、夜遅くまで学習塾に残る生徒に対して、帰宅時の安全確保や親への安心感を提供します。リアルタイムの映像監
視により、万が一の事件や事故が発生した際には、早期の対応が可能となります。また、自習室内での学習状況を確認す
ることで、学習時間や学習進度、子供たちの様子を把握し、指導へ活用することが可能です。
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4: 学習塾の防犯カメラ設置例

4.3 その他の死角となる場所（防犯）

職員室などでは、講師や事務員が機密資料や生徒の個人情報を取り扱うことがあるため、内部での不正行為や情報漏洩を
防ぐための監視も重要です。加えて、従業員による不適切な対応やハラスメント行為を未然に防ぐための抑止力としても
機能します。

また、バックヤードには、講師の手荷物や教材などの盗難リスクを軽減するためにも、防犯カメラの設置は重要です。こ
のように適切な職場環境を整えることで従業員満足度の維持にも繋がります。

4.4 カメラの選び方

防犯カメラを学習塾に導入する際には、いくつかの重要な基準を考慮する必要があります。まず、カメラの設置場所とカ
バー範囲を適切に選定し、死角を最小限に抑えることが重要です。教室内、自習室、バックヤード、受付や出入口、廊下
やトイレ前など、リスクの高い場所に優先的に設置し、不審者の侵入や生徒間のトラブルを未然に防ぐようにします。

次に、導入するカメラの機能や用途を考慮します。例えば、低照度環境に対応したカメラ、音声録音機能を備えたカメラ
などを選定することで、セキュリティ強化が図れます。また、1台で広範囲を俯瞰的に撮影可能な360度全方位カメラ、
ネットワークカメラを導入することで、遠隔地からのリアルタイム監視や、複数拠点での一括管理などコストの効率化が
可能です。
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4: 学習塾の防犯カメラ設置例

学習塾における防犯カメラの活用は、防犯対策としてだけでなく、運営品質の向上や授業や指導の質の向上にも繋がりま
す。適切な設置と運用により、学習塾内の安全を確保し、生徒や保護者に安心感を提供することができます。また、事例
や映像の共有を通じて、他の学習塾への展開や運営管理の効率化にも貢献することで、より良い教育環境を提供すること
が可能です。
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5: 学習塾で防犯カメラを設置する際の注意点

防犯カメラは、学習塾の安全対策として非常に有効ですが、その導入には慎重な配慮が必要です。ここでは、設置に際し
て特に注意すべきポイントについて解説します。

5.1 プライバシーへの配慮

学習塾で防犯カメラを設置する際には、まず個人情報に関する注意点を理解し、遵守することが不可欠です。防犯カメラ
の映像や音声の記録には、プライバシーの保護が求められます。無断で録音や録画を行うことは、個人情報保護法に抵触
する可能性があり、慎重な運用が求められます。

特に、教室内や自習室などでのカメラ設置は、生徒や講師のプライバシーに直結する問題です。不適切行為を未然に防ぐ
ためにも、防犯カメラは必要ですが、カメラが設置されていることを周知し、適切な説明を行うことが必要です。そして
これらの説明は不適切行為に対して強い抑止力となります。

また、録画データの保存期間やアクセス権限などを事前に規定を設けておくことが重要です。これにより、不必要なデー
タの長期保存や、悪意を持った人間による不適切な利用を防ぐことができます。ユーザーへの権限を管理するためのソフ
ト（VMS：Video Management System）やサービスなどでもセキュリティを強化することが可能です。

5.2 保護者・生徒への適切な説明方法

防犯カメラの設置に際しては、保護者や生徒への説明が不可欠です。防犯カメラが生徒の安全確保のために設置されるも
のであり、業務の見える化や運営管理の効率化に寄与することを強調することで、信頼関係を築くことができます。

例えば、遅い時間まで学習塾に残る生徒が夜間の安全を確保し、無事に帰宅できるようにするためであることを伝えると、
保護者からの理解を得やすくなります。さらに、映像や画像が不必要に第三者に共有されることがないよう、プライバ
シー保護にも最大限配慮していることを説明し、安心感を与えることが重要です。
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5: 学習塾で防犯カメラを設置する際の注意点

具体的には、説明会や保護者向けに防犯カメラの設置目的、運用方法、映像の取り扱いについて丁寧に説明します。保護
者が不安を感じることがないよう、透明性を持って情報を共有し理解を得ることが、長期的な信頼関係の構築に繋がりま
す。

5.3 長期的なメンテナンスと管理の重要性

防犯カメラの設置後は、適切なメンテナンスと管理が不可欠です。防犯カメラは一度設置すればそれで終わりではなく、
継続的な管理が求められます。例えば、定期的にカメラの動作確認を行い、録画映像が正しく保存されているか、機器の
故障がないかを確認することが重要です。カメラとの接続ができない際にメールなどで通知されるソフト（VMS）やサー
ビスなどもあります。

また、長期的な視点からの運営も考慮する必要があります。例えば、カメラや拠点の増設に伴い、ネットワークカメラな
ど遠隔地からのリアルタイム監視や、一元管理が可能なシステムを導入することで、複数拠点での管理が効率化され、人
件費の削減や省人化が図れます。録画データをクラウド上で管理するクラウド型録画サービスなどもあります。

さらに、カメラの映像データは必要な期間を保存し、保存期限が過ぎたデータは速やかに削除することで、データ管理の
リスクを最小限に抑えます。こうしたメンテナンスを怠ると、必要な時に映像が確認できなかったり、不具合が発生した
りする恐れがあり、セキュリティ対策が不十分になるリスクがあります。
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5: 学習塾で防犯カメラを設置する際の注意点

防犯カメラの導入は、学習塾の安全対策として非常に有効ですが、プライバシー保護、保護者や生徒への説明、そして長
期的なメンテナンスと管理の重要性を理解し、適切に対応することが必要です。生徒の安全確保と信頼関係の構築に寄与
するためにも、慎重かつ計画的に取り組むことが求められます。
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まとめ

まとめ

防犯カメラは学習塾・進学塾・予備校の安全対策として重要な役割を果たします。講師と生徒間のトラブル、生徒間のト
ラブルなど、学習塾で起こりうる様々な問題を未然に防ぐためには、カメラの設置が効果的です。また、防犯カメラは業
務の見える化や効率化にも寄与し、講師や生徒、保護者の安心感を高めることができます。

しかし、カメラの設置に際しては、プライバシーの保護に配慮し、保護者や生徒に対する適切な説明が欠かせません。特
に、遅い時間に帰宅する生徒や、密室での指導においては、防犯カメラが安全確保に役立つことを周知することが重要で
す。

また、長期的なメンテナンスや管理が不など可欠であり、定期的な点検や映像の適正な保存が求められます。複数拠点の
学習塾では、一元管理システムやクラウド型録画サービスを導入することで、より効率的に運営品質を向上させることが
可能です。

本記事では、学習塾・進学塾・予備校における防犯カメラの設置メリットや設置例、注意点などを解説しました。防犯カ
メラの導入は、学習塾の安全対策と運営品質の向上に欠かせない要素です。学習塾・進学塾・予備校の運営にかかわる皆
様に本記事がよりよい学習環境の構築の参考となれば幸いです。

最後までお読みいただきありがとうございます。
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お問い合わせ先

商 号

所 在 地

設立

資 本 金

代 表 者

事業内容

TEL

お問合せフォーム

会社情報

製品ページ

株式会社アロバ（aroba Inc.）

〒160-0023

東京都新宿区西新宿6-20-7

コンシェリア西新宿TOWER'S WEST 4階

2015年5月15日

2億5,500万円

代表取締役社長 吉田 達男

ネットワークカメラ管理ソフトウェア事業

03-6304-5817

https://www.arobaview.com/inquiry/

https://aroba.jp/

https://www.arobaview.com/

監視カメラ・クラウドカメラなどに関してお気軽にお問い合わせください。

※テクノ・システム・リサーチ社「2019年版ネットワークカメラ国内市場のマーケティング分析」調べ

※
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株式会社アロバ

※本資料の内容、テキスト、画像等の無断転載・無断使用を固く禁じます。


